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日頃より老人保健施設シルバーピア水前寺の運営にあたり、ご利用者様をはじめ、ご家族様、
地域の皆様方より温かいご支援ご協力を賜り心より感謝申し上げます。

定員：72人（内、個室 8室、４人部屋 16室）

定員：空床利用型

定員：70人

超強化型老健施設（厚生労働省が定める要件を満たした
在宅復帰や在宅支援機能が高い施設）としてご利用者の
在宅復帰や在宅支援を目指した、自立支援と看取り支援
の介護サービスを提供します。

医療への依存度やリハビリが必要なご利用者とレスパイ
トケア（ケアの一時休止・休息）が必要なご家族に対応
し、生活支援や身体介護等のサービスを提供します。

ご自宅で暮らす要支援・要介護者を対象にした通いの場
です。自立した日常生活を末永く送れるよう、生活機能
（入浴・食事・排泄等）の維持向上を目指し、自立支援・
機能訓練・生活相談等を行う事で、ご利用者やご家族に
寄り添った介護サービスを提供します。
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　この度、老人保健施設シルバーピア水前寺の施設長に就任
しました草野隆夫と申します。シルバーピア水前寺は平成 9
年 11月に開設して 25年経過しましたが、利用者の皆様へよ
り良い療養環境を提供するため、水前寺とうや病院の建て替
え計画を機に新築移転しました。病院併設型から単独型の老
人保健施設へ移行するにあたり、東野理事長から施設長の引
継ぎを受けました。これまで医療法人清和会リハビリテーショ
ン統括部長を経て、本年４月からシルバーピア水前寺の施設
長心得として勤務しておりました。新築移転という節目の年
に、このような大役を仰せつかり、職責の重さを痛感してお
ります。
　シルバーピア水前寺は、とうや医療福祉グループの老人保
健施設として、入所部とデイサービスセンターを運営してお
ります。少子高齢化が進み、老老介護や独居世帯が増加する中、
できる限り住み慣れた地域で安心して「自分らしく」生活し
ていただくためには、医療・福祉・地域の連携が重要です。
当施設は、その環境の変化に対応できる支援体制を構築し、
全職員が一丸となって取り組んでいきます。全職員が同じ目
標に取り組めるよう、活き活きとやりがいがある職場づくり
を大切にします。
　わたくしどもは、法人の基本理念である「IDENTITY( 個人 )
の尊重～ For You あなたのために～」を基盤とし、ご利用者
様やご家族様と真摯に向き合い、最善の方法を一緒に考えお
手伝いさせていただきます。また地域の皆様とも手を携えて、
地域社会貢献できる施設を目指していきます。微力ではあり
ますが、精一杯努力してまいりますので、今後ともご指導・
ご鞭撻を賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

入所
個室

入所
4人部屋

入所
食堂・談話
スペース

　現在も新型コロナ感染症の予防対策
が継続しています。皆様にはご不便と
ご心配をおかけしております。ご利用
者様の安全の為に引き続きご理解とご
協力をお願い申し上げます。

老人保健施設 シルバーピア水前寺
施設長　草野 隆夫
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皆様、こんにちは。このたびシルバーピア水前寺デイサー
ビスセンターの所長に就任いたしました西橋治孝と申し
ます。
シルバーピア水前寺デイサービスセンターは、地域の皆
様にとって大切な場所であり、支援の輪を広げていくた
めの拠点です。私はこれから、地域の皆様と共に、より
充実したサービスの提供に全力を尽くしてまいります。
私自身、長年にわたり医療・福祉の分野で経験を積んで
きましたが、これからの挑戦には新たな展望と熱意があ
ります。皆様と協力し、チーム一丸となって、より質の
高いサポートを提供し、利用者様の笑顔を増やしていく
ことが、私の使命と考えております。
変化の激しい社会状況の中で、私たちの役割はますます
重要です。お互いに学び合い、成長し合いながら、地域

私達は安全・安心の食事作りはもちろんのこと、四季折々の
行事食や食フェアーなどにも取り組んでいます。また、多職
種協同のもと、栄養状態を評価しながら生活機能の維持・改
善を支援しています。
今回新しく調理室を作るにあたり、働き方改革も一つの目標
にしました。リヒートウォーマーという調理機器を導入し、
新調理方法のニュークックチルを取り入れることにより朝食
は調理作業がなくなり、出勤時間を遅らせることができまし
た。業務の効率化を図ることにより、多様化している個別対

応に時間をかけることができています。
これからも 1人 1人に寄り添いながら、
皆様に喜んでいただけるような美味しい
食事作りに栄養部一丸となって取り組ん
でいきます。

通所
デイルーム

のニーズに応えるために努力してまいります。皆様のご協力とご支援があってこそ、
私たちは成果を上げることができると信じています。
どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

　シルバーピア水前寺 デイサービスセンター 
所長　西橋 治孝

シルバーピア水前寺
栄養部　主任　野田 朋未

和食

ラーメン
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はまもと　　じゅんじ

水前寺とうや病院
呼吸器内科部長 兼 健診部長

喫
煙
は
様
々
な
悪
性
腫
瘍
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
の
原
因
と
な
り
、
皮
膚
の
老
化
を
早
め
美
容
の

大
敵
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
厚
生
労
働
省
の
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト

に
よ
る
と
、
喫
煙
に
よ
る
超
過
死
亡
は
実
に
年
間

21
万
人
に
も
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。

某
た
ば
こ
会
社
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
た
ば
こ
の「
税

収
は
約
２
兆
円
で
あ
り
、
国
や
自
治
体
の
貴
重
な

税
収
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
喫
煙
に
よ
る
超

過
医
療
費
は
年
間
１
兆
８
０
０
０
億
、
こ
れ
に
労

働
力
損
失
や
火
災
・
清
掃
に
関
連
し
た
費
用
を
含

め
た
社
会
損
失
全
体
は
４
兆
３
０
０
０
億
と
税
収

を
は
る
か
に
上
回
る
状
態
で
、
超
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
税
収
減
少
の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
今
、

た
ば
こ
は
我
々
に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
真

剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
は
従
来
の
紙
巻
き

た
ば
こ
の
よ
う
に
た
ば
こ
の
葉
を
燃
や
す
（
燃
焼

す
る
）
の
で
は
な
く
、
専
用
の
器
具
で
加
熱
し
エ

ア
ロ
ゾ
ル
化
し
て
吸
入
す
る
新
し
い
た
ば
こ
製
品

で
す
。
日
本
で
は
「
ア
イ
コ
ス
」「
プ
ル
ー
ム
テ
ッ

ク
」「
グ
ロ
ー
」
な
ど
の
製
品
名
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
は
紙
巻
き
た
ば
こ
と
比

較
し
て
、
有
害
物
質
の
一
部
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
や
一
酸
化
窒
素
）
が
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
紙
巻
き
た
ば
こ
よ
り
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
が

少
な
く
、
ク
リ
ー
ン
な
た
ば
こ
製
品
と
宣
伝
さ
れ
、

販
売
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
ニ
コ
チ
ン
を
は
じ
め
様
々
な
有
害
物
質

や
、
紙
巻
き
た
ば
こ
に
な
い
新
た
な
化
学
物
質
が

エ
ア
ロ
ゾ
ル
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
問
題

で
あ
り
、
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
が
減
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
加
熱
式
た
ば
こ
ユ
ー
ザ
ー
の
妊
婦
は
、

非
喫
煙
妊
婦
と
比
較
し
て
低
体
重
児
の
出
生
リ
ス

ク
が
2.5
倍
上
昇
す
る
こ
と
が
２
０
２
２
年
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
短
期
的
な
健
康
被
害
は
徐
々
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
的
な
健
康
被
害
や

受
動
喫
煙
の
問
題
は
今
後
数
十
年
か
け
て
明
ら
か

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
待
つ
余
裕
は

我
々
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

加
熱
式
た
ば
こ
は

健
康
へ
の
リ
ス
ク
が
少
な
く

ク
リ
ー
ン
な
の
で
し
ょ
う
か

２
０
０
６
年
４
月
か
ら
禁
煙
治
療
の
保
険
診
療
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
管
理
料
の
対
象
患
者
が
拡
大
さ
れ
、
35
歳
未

満
の
方
に
対
し
て
は
、
喫
煙
本
数
や
喫
煙
年
数
に

よ
ら
ず
保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

度
か
ら
は
加
熱
式
た
ば
こ
使
用
者
も
健
康
保
険
に

よ
る
禁
煙
治
療
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

喫
煙
者
の
皆
さ
ま
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

禁
煙
は
健
康
を
保
つ

確
実
な
方
法
で
す

（引用：厚生労働省ｅ‐ヘルスネット）

日本呼吸器学会認定呼吸器専門医
日本内科学会認定総合内科専門医

日本アレルギー学会認定アレルギー専門医

濱本　淳二

禁煙の効果
踏み切ることが出来ても継続が難しいのが禁煙です。禁煙開始後 20
分から身体的な禁煙の効果は出現します。また継続することで様々
な改善・回復が期待できます。



05 医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく　第 93号

看護部 看護研究看護研究
の

取り組み 水前寺とうや病院 看護部では、毎年看護研究に取り組み、
その成果を発表しています。令和 4 年度の看護研究発表会
を 6 月 14 日に行いました。
発表を通して、各病棟の取り組みを共有し、知識や情報共有
を図り、業務改善やケアの質の向上につなげることを目的と
し、毎年取り組んでいます。多職種との協働で研究を行って
いる部署も例年より多くありました。
質疑応答も活発にあり、研修後のアンケートでも、自部署に
置き換えて考え取り組んでいきたいという声も多く聞かれた
発表会になりました。

「 COVID-19 に罹患した高齢患者 へ
ADL 維持のための取り組みを行って」
５病棟（HCU）

感染病棟では罹患前の ADL（日常生活動作） に戻れない
患者様が増加傾向にあり、感染予防も考慮しつつ、廃用
予防として多職種で協力してできることはないのかと考
え、罹患した高齢患者様の ADL 維持のための取り組みを
実施しました。
リハビリスタッフや介護福祉士も一緒になって日々業務
の振り返りを行い、目標の設定と実施後の評価を行いま
した。次第にスタッフ全員が各々の役割を再確認し、自
発的に多方面からのアプローチをできるようになりまし
た。短い入院期間かつ隔離状況で「何もできない」と諦
めるのではなく、多職種で共働することの大切さを再認
識し、早期の退院支援の重要性を学び、看護の喜びも感
じたことが大きな収穫だと思います。

「転倒・転落予防への振り返り」
４病棟（地域包括ケア）

病棟における転倒・転落の発生状況を振り返ったことで、
患者様の認知及び身体機能の評価方法や危険予防対策の
実施状況が明らかになり、複数名での評価が確実な転倒・
転落予防対策につながることを学びました。また、病棟
スタッフのフローチャート使用の意識付けのきっかけに
なったと感じます。
今回初めて看護研究を行いましたが、先輩看護師からア
ドバイスをもらいながら取り組むことができました。結
果からどのような考察が見えてくるのか突き詰めること
が難しく感じましたが、学ぶことがたくさんあり、達成
感を得ることができました。

「はちみつ酢を用いた口腔ケアによる
口腔内環境の改善」 
３病棟 ( 障害者一般 )

当病棟は意識障害や認知症により十分な開口を得られな
い患者様が多く、口臭や舌苔が除去しきれない状況にあ
りました。そこで容易で効果的な口腔ケアをしたいと思
い、「はちみつ酢で口内環境が改善するのか」検証を行
いました。
コロナの影響もあり、計画通りに行かないことばかりで
心が折れそうになることもありました。同職者だけでな
く他職種の周囲の協力のおかげで、口内環境の改善に加
え、食事摂取ができなくなった患者様に味を楽しむ喜び
を感じていただくことができました。
また自分自身も結果を分析・考察する上で、主任や師長・
看護部長の助言の下、様々な視点から分析していくこと、
論理的に追求していく術を学ぶことができました。それ
を活かし、今後現場で客観的に分析する力を身につけ、
病棟の問題解決に繋がるように貢献したいと思います。

「擦式アルコール消毒液使用の実態と
使用量増加に向けた取り組み」
2 病棟（回復期リハ）

院内感染委員会の担当として活動する中で、病棟の擦
式アルコール消毒使用量の少なさに以前より問題視し
ていました。病棟の現状・問題点を明確にすることで、
使用量増加に向けた取り組みができないかと考え看護
研究に取り組みました。
病棟のスタッフに勉強会や呼びかけをすることで、少
しずつ使用量が増加していく過程を目の当たりにし、
意識が変わる「きっかけ」を作れたことに達成感を感
じることができました。また、自発的に勉強会や呼び
かけを行うことを苦手としていましたが、自分が行動
することで病棟スタッフの意識を変えることができる
という自信にも繋がりました。
今回の経験で得た学びをこれからの業務においても活
かしていきたいです。
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量
、
医
療
行
為
も
雪
だ
る
ま
式
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
ま
す
。
患
者
サ
イ
ド
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
多
疾
患
合
併（m

ultim
orbidity

）

が
レ
ア
ケ
ー
ス
で
な
く
な
り
病
態
も
複
雑
化

し
、
多
科
診
療
が
当
た
り
前
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
多
様
化
し
た
医
療
を
一
人

で
熟
す
こ
と
は
不
可
能
で
、
多
職
種
協
働
作

業
は
現
代
医
療
に
必
須
で
す
。
チ
ー
ム
医
療

が
上
手
く
進
ま
な
い
現
場
で
は
患
者
サ
ー
ビ

ス
・
支
援
へ
の
支
障
、
医
療
安
全
の
脆
弱
性
、

治
療
ア
ウ
ト
カ
ム
の
低
下
、
病
院
運
営
の
障

壁
に
繋
が
り
ま
す
。
チ
ー
ム
医
療
が
円
滑
に

進
む
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何
で
し
ょ
う

か
？

Google

（
グ
ー
グ
ル
）は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
と
製
品
に
特
化
し
た
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
企
業
で
す
。
皆
さ
ん
も

Google

で
検
索
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
し
、『
グ
グ
る
』と
一
つ
の
言
葉
に
な
る
く

ら
い
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。Google
は
当
時

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
２
人
に
よ
り

１
９
９
８
年
９
月
27
日
に
設
立
さ
れ
、
２

０
０
４
年
８
月
19
日
に
株
式
公
開
さ
れ
、

今
で
はAm

azon

、Apple

に
並
ぶ
世
界
企

業
に
成
長
し
ま
し
た
。

世
界
的
大
企
業
と
も
な
る
と
日
々
先
を

見
据
え
た
戦
略
を
描
い
て
お
り
、
企
業
内
で

業
績
を
上
げ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
そ
う
で
な

い
グ
ル
ー
プ
間
で
は
何
が
異
な
る
の
か
？
と

い
う
命
題
を
掲
げ
、
社
内
調
査（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

○
心
理
的
安
全
性
と
は
？

第 64 回

ト･

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）を
行
い
、
２
０
１
６

年
２
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
マ
ガ
ジ

ン
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ー

ム
が
機
能
し
、
業
績
が
上
が
る
要
因
と
し
て

①
チ
ー
ム
の
相
互
信
頼
、②
職
務
の
構
造
と

明
確
さ
、③
仕
事
の
意
味（
目
的
意
識
）、④

イ
ン
パ
ク
ト（
自
分
の
仕
事
に
意
義
が
あ
る

と
思
え
る
）が
導
き
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
下

支
え
す
る
の
が
心
理
的
安
全
性
と
の
結
果
に

行
き
着
き
ま
し
た
。
で
は
心
理
的
安
全
性
と

は
何
で
し
ょ
う
？

明
確
な
定
義
は
難
し
い
で
す
が
、
一
般
的

に
は
職
場
で
誰
に
意
見
し
て
も
、
ど
の
よ
う

な
指
摘
を
し
て
も
、
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、
罰
せ
ら
れ
る
心
配
も
な
い
状
態
・
環
境

の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は

議
論
好
き
で
、
僕
の
留
学
先
の
ボ
ス
も
コ
ー

ヒ
ー
片
手
に
出
勤
後
午
前
中
は
他
の
ラ
ボ
の

先
生
と
議
論
す
る
の
が
日
課
で
し
た
。
日
本

で
は
場
の
空
気
を
読
む
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ

る
場
面
も
多
く
、
自
分
の
意
見
を
言
う
ヒ
ト

は
反
発
分
子
と
し
て
扱
わ
れ
、
旧
態
依
然
と

し
た
組
織
ほ
ど
馴
染
め
な
い
概
念
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

Google
の
研
究
成
果
で
脚
光
を
浴
び
た

心
理
的
安
全
性
で
す
が
、
実
は
１
９
９
９

年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
組
織
行
動
学
を
研

究
す
る
エ
イ
ミ
ー
・
Ｃ･
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン

（Am
y C. Edm

ondson
）教
授
が
提
唱
し
た

考
え
方
で
す
。
彼
女
は
博
士
課
程
の
論
文
執

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
合
い
言
葉
はO

ne 
Team

で
す
。
が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

勝
利
を
目
指
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
表
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
２
０
２
０
年
よ
り
始
ま
っ

た
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
禍
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
推
奨
さ
れO
ne Team

と

真
逆
の
指
導
が
成
さ
れ
ま
し
た（
ヒ
ト-

ヒ
ト

感
染
症
で
は
距
離
を
置
く
こ
と
は
感
染
予
防

の
基
本
で
す
が
）。

医
療
現
場
で
も
今
や『Team

（
チ
ー
ム
）医

療
』は
基
本
中
の
基
本
で
す
。
医
療
は
日
々

進
化
し
、
医
療
サ
イ
ド
に
求
め
ら
れ
る
情
報

○
成
長
を
下
支
え
す
る
も
の

心理的安全性が
　　　　　チームを伸ばす

こ
な

筆
の
た
め
に
医
療
ミ
ス
に
つ
い
て
調
査
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
彼
女
は
最
も
高
い

成
果
を
あ
げ
る
チ
ー
ム
が
最
も
ミ
ス
が
少
な

い
と
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
結
果

は
、
最
も
成
果
を
あ
げ
る
チ
ー
ム
か
ら
の
ミ

ス
の
報
告
数
が
最
も
多
く
、
仮
説
と
真
逆
で

し
た
。
結
果
を
受
け
て
彼
女
は
職
場
環
境
が

『
ミ
ス
に
つ
い
て
話
せ
る
』と
感
じ
ら
れ
る
こ

と（
隠
す
必
要
が
な
い
）が
重
要
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
、
こ
れ
をPsychological 

Safety

（
心
理
的
安
全
性
）と
名
付
け
ま
し

た
。こ

こ
で
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
が『
仲
が
良
い

こ
と
＝
心
理
的
安
全
性
』で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

心理的安全性と成長基準の関連性

＊チームが目指すべきは赤枠のゾーン

＊心理的安全性が高くても成果設定の低い快適ゾーンでは勝てない

＊心理的安全性が低いと無気力ゾーン、不安ゾーンに陥る
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○
リ
ー
ダ
ー
の
存
在

仲
が
良
い
の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、『
仲
を
壊

し
た
く
な
い
か
ら
○
○
さ
ん
の
考
え
に
は
同

調
で
き
な
い
け
ど
黙
っ
て
い
よ
う
』は
誤
り

で
、
成
長･
成
果
に
繋
が
り
ま
せ
ん
。
図
に

示
す
よ
う
に
心
理
的
安
全
性
を
強
固
に
し
、

成
果
を
得
る
た
め
に
は
個
々
の
努
力
、
学

習
、
切
磋
琢
磨
も
必
要
で
す（
良
き
ラ
イ
バ

ル
が
好
例
）。
う
わ
べ
の
仲
の
良
さ
を
強
調

し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
は
チ
ー
ム
で
行
う
も
の
で
す
。

孤
独
な
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
テ
ニ

ス
で
も
コ
ー
チ
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
ラ

ケ
ッ
ト
・
ウ
エ
ア
開
発
メ
ー
カ
な
ど
多
く
の

裏
方
と
の
協
働
作
業
で
す
。
従
っ
て
優
勝
ス

ピ
ー
チ
で
も
必
ず
裏
方
を
賞
賛
し
ま
す
。
野

球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
は
個
々

の
選
手
が
ま
と
ま
り
合
っ
て
こ
そ
、
更
な
る

＋
α
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
種
目
で
す
。
某
球

団
は
多
額
の
資
金
を
つ
ぎ
込
み
他
球
団
の
主

力
選
手
を
獲
得
し
ま
す
が
、
必
ず
し
も
結

果
が
残
せ
て
い
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
失
敗
の
要

因
は
心
理
的
安
全
性
の
欠
落
に
よ
る
と
僕
は

考
え
ま
す
。
心
理
的
安
全
性
を
引
き
出
す

た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
は
極
め
て
重
要

で
す
。
優
秀
な
選
手
を
集
め
て
も
リ
ー
ダ
ー

（
監
督
）に
裁
量
が
な
け
れ
ば
、
チ
ー
ム
は
成

果
を
残
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
人
と
人
の
絆
に
一
石
を
投

じ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
長
期
化
は
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
を
招
き
、
国
家
の
右
派
化

（
国
家
主
義
）を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
心

理
的
安
全
性
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、

『
今
大
切
な
も
の
は
何
か
』を
考
え
、
社
会
の

心
理
的
安
全
性
が
高
ま
っ
て
欲
し
い
と
の
願

い
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

基
本
予
防
策（
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
）

の
徹
底
が
心
理
的
安
全
性
を
強
固
に
す
る
で

し
ょ
う
。

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

＊
エ
イ
ミ
ー･

Ｃ･

エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
著
：

『
恐
れ
の
な
い
組
織
〜「
心
理
的
安
全
性
」

が
学
習･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン･

成
長
を
も
た

ら
す
〜
』を
参
考
に
し
ま
し
た
。

当法人の訪問介護を利用されていた洋画家 松田澄夫様のご
子息 松田裕一郎様より、澄夫様の絵画を寄贈いただきまし
た。澄夫様は、昭和から平成にかけて熊本市で活動され、
2022 年に逝去されました。熊本県立美術館、熊本市現代美
術館を始め複数作品が収蔵されています。
澄夫様の奥様がシルバーピア水前寺に入所されていたこと
もあり、作品は当施設 1F  に展示させて頂いております。
心より感謝申し上げます。

提供元：クロスワード .jp

【タテのカギ】
② その季節の自然のながめ。その場の
様子。 

③ 書かれた文字。書いてまとめた物。
書物。 

④  文や詩を、気持ちをこめて声を出し
て読み上げること。

⑤ 実りの秋！キノコや栗を採りに行く。
木がたくさん集まっておいしげって
いる所。 

⑦ 小川や沼のどろの中ですむ魚。 
⑨ 募集に応じて申し込むこと。 
⑩ 果皮に突起が多く、酸味が強い淡黄
色の果肉を持つミカンの仲間の果物。 

【ヨコのカギ】
① 花のおしべの先で作られる細かい粉。
③ 雪のような色。罪のうたがいがないこと。
⑤ 着る物や工芸品の図がら。様子。ありさ
ま。

⑥ 生きたままでつかまえること。
⑧ 根性。強い意志。無理やりでもやりとげ
ようとする心。 

1 2 3

6

9

B

5

8

10

A

7

C

4

11

1312
D

A CB D

⑨ 一万の一万倍。
⑪ 予測した事柄を知らせること。「天気○
○○」

⑫ 図画・工作の略。
⑬ 乾燥する季節は注意が必要。少しの範囲
が燃えただけの小さな火事。「○○騒ぎ」
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かき氷、ボール投げ、サイコロ、カラオケ、笑顔あふれる祭りになりました。
かき氷はトッピングに小豆と練乳を準備して頂き、抹茶が 1番人気かと思いきや…
ブルーハワイやイチゴに小豆をトッピングするなど、個性派の方も見られました。
各コーナーで上位 3位の方を後日表彰させて頂きました、金魚すくいの 1位の方は
なんと56 匹でした。

だよりだより
シルバーピアシルバーピア

これからも入居者様に「楽しい！」をお届けすること
によって普段の生活に笑顔が増える様に頑張ってい
きます。

当施設に入居されている柴田恭子様のお孫様でありバイオリニスト
でもある柴田恵奈様をお招きし、様々な曲を演奏して頂きました。
参加された方々は普段聴いた事がない生のバイオリンの音に感心さ
れ、演奏後には大きな拍手が起こり大盛況でした。

傘寿 3名、米寿 4名、喜寿２名、白寿 1名の計 10 名様の表彰式、
そしてボランティアによるウクレレ演奏会も行われ、コロナ禍以来約
4年ぶりに合同での敬老会となりましたが、こちらも大いに楽しまれ
ました。

グランド通りでは毎週火曜日の午後からセブン
イレブンによる訪問販売を行っており、そこでの
買い物を楽しみにされています。
普段あまり活動されない方もすすんで買い物を
しようと前かがみになってお目当ての商品を一
生懸命探されたり、買い物かごいっぱいに商品
を購入される方もおられます。

だより
シルバーピア

▶

▶

▶

かき氷コーナ
ー 金魚すくいコ

ーナー

カラオケコー
ナー

ボール投げコ
ーナー

サイコロコー
ナー
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1 2 3

6

9

B

5

8

10

A

7

C

4

11

1312
D

A CB D
ド ク シ ヨ

地域
交流
推進室

砂取校区福寿会様より、今年もたくさんの手作り雑
巾を頂きました。
ひとつひとつ丁寧に縫われた愛情のこもった雑巾は、
グループ内の病院・老健・特定施設の様々な場所で
大活躍しています。

健軍校区にある松尾神社公民館で水前寺とうや病院の東野
孝治医師による健康講話が開催されました。
テーマは「摂食・嚥下障害～診断からリハビリテーション
まで～」。摂食・嚥下障害が生じるプロセスを具体的に説
明されました。

などわかりやすい内容で地域参加者の方も熱心に
聴かれていました。
食事形態やむせることに関して沢山の質問が挙げられ、「今
日は貴重なお話が聞けてとてもよかった」と感想を述べら
れており、とても有意義なサロン講話となりました。

砂取小学校にて３年ぶりの校区夏祭りが開催されま
した。
コロナで地域活動が自粛されておりましたが、今回
の開催で会場が地域の方や関係者の方々で賑わいま
した。

出水地域コミュニティセンターで水前寺とうや病院の立石秀
彦医師による「私の意思表示ノート」と題した事前指定書に
関する健康講話が開催されました。

との内容でし
た。健康な時から考えていくことが大切と話され、参加者の
方々も真剣な表情で聴き入られており、とてもためになるサ
ロン講話となりました。

カ フ ン 　 シ ロ

　 ウ 　 モ ヨ ウ

イ ケ ド リ 　 ド

　 イ ジ 　 オ ク

ユ 　 ヨ ホ ウ

ズ コ ウ 　 ボ ヤ
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水前寺とうや病院

東
バ
イ
パ
ス

東
バ
イ
パ
ス

至 

熊
本

シルバーピアグランド通り

し
ゃ
ぶ
葉

バス停

熊本銀行
水前寺支店

松屋本館

水前寺公園 県庁

熊本
工業
高校

北水前寺

水前寺本町

グラウンド通りグラウンド通り

競輪場通り競輪場通り

ユースピア
熊本

サ二―

国府電停

水前
寺駅 北水前寺五差路

熊本市営
競輪場
水前寺
競技場
水前寺
野球場

セブンイレブン

ローソン

競輪場通り

グラウンド通り

東
バ
イ
パ
ス

シルバーピア水前寺

医療法人清和会

地域交流推進室

特定施設 シルバーピアグランド通り

〒862-0951 熊本市中央区上水前寺 1 丁目 6-5

在宅ステーション水前寺

居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

訪問看護事業所

水前寺とうや病院

診療科目

受付時間

診療時間

TEL 096-384-2288

シルバーピアグランド通り内

TEL 096-384-3399

1. 患者さまの権利と意思を尊重したチーム医療を提供します

2. 保健 ・ 医療 ・ 福祉が一体となった地域に信頼される病院を
目指します

3. 技術知識の習得と質の高い保健 ・ 医療 ・ 福祉サービスを 
提供します

4. 健全なる経営活動と安定した経営基盤を構築します

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重　理念

基本方針

１.良質な医療を受ける権利

２.選択の自由の権利・セカンドオピニオンを求める権利

３.自己決定の権利

４.代行者による権利

５.情報に対する権利

６.機密保持を得る権利

７.健康教育を受ける権利

８.尊厳を得る権利

９.宗教的支援に対する権利

患者さまの権利

（サービス付き高齢者向け住宅）

休 診 日 土曜午後 ・ 日曜 ・ 祝日　※第 2 ・ 4 土曜は休診

8 ： 30 ～ 11 ： 30

9 ： 00 ～ 12 ： 00

平成とうや病院
内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・ 脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市南区出仲間 8 丁目 2-15〒862-0963

医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく 93 号　〈発行日〉 2023 年 10 月 25 日　〈発行〉 医療法人清和会 （水前寺） 広報部会

特別養護老人ホーム シルバーピアさくら樹

シルバーピア東町 デイサービスセンター

社会福祉法人百八会

TEL 096-365-5533

TEL 096-285-4800

～ Ｆor Ｙou あなたのために ～

内科 ・ 呼吸器内科 ・ 循環器内科 ・ 消化器内科 ・

脳神経内科 ・ リハビリテーション科

熊本市中央区水前寺 5 丁目 2-22〒862-0950

TEL 096-384-3119

TEL 096-384-5580

TEL 096-384-2771

TEL 096-386-0020

老人保健施設 シルバーピア水前寺

TEL 096-284-1025

〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5 丁目 20-25

熊本市東区東町 3 丁目 6 番  県営東町団地 22 号棟 1 階〒862-0901

熊本市東区佐土原 3 丁目 12-26〒862-0916

https://www.tohya.or.jp/

TEL 096-379-0108

医療法人清和会

13 ： 00 ～ 16 ： 00

13 ： 30 ～ 17 ： 00

とうや医療福祉グループ

〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5 丁目 8-15

シルバーピア水前寺 デイサービスセンター
TEL 096-234-6654

●初診の方は、外来担当医師表をご確認の上、ご来院ください。

●再診の方は、診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。 ●産業医お引き受けいたします。

【水前寺とうや病院 外来担当医師表】 2023 年 10 月 25 日現在
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